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1生体防御
　病原体の侵入を防いだり，体内から排除するしくみである。病原体に
は，（ 1  　　　　　）や細菌，カビなどがある。
　また，外部環境と接する皮膚や気管，消化管などには，病原体の侵入
を防ぐしくみがあり，これらは，（ 2  　　　　　）防御と（ 3  　　　　　）
防御に大別される。

2免疫
　体内に侵入した病原体は白血球のはたらきによって排除される。この
ようなしくみを（ 4   　　　　）という。

3抗体による生体防御
　リンパ球に認識される物質を（ 5   　　　　）という。病原体は（ 5）と
して認識され，（ 6   　　　　）とよばれるタンパク質と結合する。これ
を（ 7   　　　　　　）反応という。この反応によって，（ 5）は弱毒化さ
れたり，白血球による排除が促進されたりする。

　記憶細胞は，同じ病原体に感染すると速やかに反応して（ 6）をつくり，
病原体を排除する。このような反応を（ 8  　　　　　　）という。（ 8）
を利用した予防法として，（ 9      　　　　　）がある。このとき用いら
れる抗原を（10       　　　　　）という。

4アレルギー
　鶏卵や花粉などは，抗原として認識されて生体に不都合な免疫反応を
おこすことがある。これを（11     　　　　　　）といい，その原因とな
る物質を（12　　　　　　　　）という。

病原体の排除⑴⑵
p.78～813

角質は，ケラチン（タンパク質
の一種）の別称である。鳥のく
ちばしやサイの角なども角質か
らできている。

花粉症の原因となる植物は，ス
ギやヒノキ，イネ，ヨモギ，ブ
タクサなど，60種類以上が知ら
れている。

病原体などの異物を細胞内に取
りこむはたらきを食作用という。

抗原と抗体は，かぎとかぎ穴の
ように特異的に結合する。

（ 7 ）反応

●❸多量の（ 6 ）
を放出

●❺一部が体内に残存

●❹（ 5 ）を食作用
で処理

●❷B細胞を
活性化

●❶（ 5 ）の情報
を伝達

（ 5 ）の情報
を認識

（ 5 ） （ 6 ）樹状細胞 ヘルパー T細胞

マクロファージ
や好中球

分化

抗体産生細胞

B細胞

記憶細胞

● 第Ⅱ章　生命の科学30

練 習 問 題 学習日：　　　 月　　　 日／学習時間：　　　　分

●
ヒ
ト
の
生
命
現
象

第
１
節

白血球のはたらき　次の⑴～⑶の白血球がもつはたらきを，下の語群か
らすべて選び，それぞれ記号で答えよ。
　⑴　マクロファージ　　⑵　好中球　　⑶　樹状細胞

【語群】　（ア）　病原体を取りこむ。　　（イ）　強い殺菌作用をもつ。
　　　　（ウ）　炎症を引きおこす。　　（エ）　抗原の情報を伝える。

　　 抗体による生体防御　抗体による生体防御のしくみを説明する次のⅠ
～Ⅴの文章について，次の各問いに答えよ。
Ⅰ： 抗原を取りこんだ（　ア　）は，その情報をヘルパーT細胞に伝え，活
性化させる。

Ⅱ： 活性化されたヘルパーT細胞は，同じ抗原の情報を認識した（　イ　）
を活性化させる。

Ⅲ： 活性化された（　イ　）は増殖して，（　ウ　）に分化し，抗体を放出する。
Ⅳ：抗体が抗原と結合すると，病原体の感染力や毒性が弱まる。
Ⅴ： 活性化されたヘルパーT細胞や（　イ　）の一部は（　エ　）として長期
間体内に残る。

⑴　文中の（　　　）内にあてはまる語句を記入せよ。
⑵　下線部の反応を何というか。

　　 二次応答　次の文を読み，下の各問いに答えよ。
　抗体のはたらきによって排除された病原体と同じ病原体に再び感染すると，
記憶細胞が速やかに反応して抗体をつくり，病原体を排除する。
⑴　このような反応を何というか。
⑵ 　このときつくられる抗体の量を表すグラフとして適切なものを①～④か
ら選べ。ただし，グラフの縦軸は抗体の量（相対値）を，横軸は時間（日）を，
↓は抗原が侵入した時間を示す。

　　 アレルギー　ヒトによっては，花粉を原因とする涙や鼻水などの症状
が引きおこされるのはなぜか。
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